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釧路湿原国立公園　塘路湖エコミュージアムセンター（あるこつと）だより

湿原散歩
久々に氷点下23℃を記録した朝は痛みを伴う寒さで、露出
している肌は油断すると凍傷になるくらいだ。先日まで水辺

が顔を出していた塘路湖も一面に氷が張り、行き場を失った

オオハクチョウはその上で雪玉のようになっていた。陽も高

くなると、樹氷も青空を背景に一層輝いて、やがて枝からこ
ぼれ落ちては湖面をキラキラと輝かせている。湖面に落ちる

時の音が聞こえてきそうな師走の湿原は静寂そのもので、冷

たく重たい空気の下で長い冬の眠りについたような景観が目
の前に広がっていた。

㊥



へ、
／（＼＼

塘路元国士ヤンフ場
冨元一　1メ「　i／手lT

トイレ

－　音

①．⑧の脚概推考嘘服しましょう言

G熔融働　凄愴路淵とアイヌの人々の蒸らし　㊦塘鯨油と

縄文僻代の人々の鮮らし　退助覇湖で鞘れる烏i③ドラム範鯖

i⑥腹膜　子守i酌戚みとともに性きたアイヌの人々の椋らし

′＄舶蜘道細策こ鴻鋸朝脈抽出軸貸出し、i

●嬉謹遊⊥コミュージアムセンターClb可8主3003

●標茶旺博物館　015　487　2332

●）面ハリスiパルi O15－487－？172

I基軸対す鍵　盤鵬擬iつノヘ」

標斧の繭布重科や自然、
雲虫殿方などを展示．

〈／1、館育勘

フィトンチッドの蒸歩道

ォエディIii　　　⑤　／

お願い自転百は配給スペースに止めて、大はハーネスにつなげて利用してください

Q熱）　　　　　　lr ◎魁織撮エコミュージアムセンター

塘路フィールドノート【ii／富5－IZ／14】
【野鳥】

結氷が遅れていた塘路湖ですが、一週間ほど前からの急激な冷え込みで一気に全面結氷しました。湖面の結氷と
ともに例年より遅くまで居残っていた水鳥たちは姿を消し、晩秋の賑わいが嘘のように静まり返っています。

＼
オジロワシ（塘路湖畔） タンチョウ（シラルトロ湖畔） ダイサギ（塘路湖畔）

上空を旋回して獲物を物色中。センターの今年生まれたばかりでまだ頭が茶色い幼鳥。珍しく木の上に止まっていたところ。11
窓からも度々湖上を飛ぶ姿を見かけます　近くには親鳥ともう一羽の幼鳥の姿も　　月の下旬頃、湖岸でよく見かけました

オオバン（シラルトロ湖）
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マガモとコガモ（シラルトロ湖）

十十笑子∵∵∵∴
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カワアイサ（塘路湖）
1

まだ凍っていないわずかな水域で潜水を繰氷のふちに整列していたカモの群れ。大部湖面を埋め尽くさんばかりの大群。昼過ぎ
り返していた3羽。久しぶりの確認でした　分はマガモですが、わずかにコガモの姿も∴から夕方にかけておなじみの光景でした
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シメ（シラルトロ湖畔）　　　　　　ツグミ（塘路湖畔）
20羽はどの語れで餌をつついていました。パークゴルフ場で餌を探していたところ。　センター周辺を飛び回っている姿をよく見
今年は昨年より飛来数が多いかもしれません　この秋はあまり見かけなかった気がします　かけます。時には数十羽の群れでいることも

【植物】

華やかな季節が終わり、地味を姿の植物たち。しかし、よく観察してみると、わずかに実が残っているもの、来
春に花を咲かせる準備をしているもの、形をとどめたまま立ち枯れているものなど、意外に多くの発見があります。

ツルウメモドヰ（塘路湖畔）

スズメ（塘路湖畔）

触 抽恥
ニシキギ（塘路湖畔）　　　　シラカンパ（シラルトロ湖畔）

夏はあまり目立たない樹木ですが、冬枯れのセンター前の木の残りわずかな実。度々ス　種を飛ばしたばかりの乗積がまだたくさん
景色の中で赤い色の実は存在感抜群です　ズメが訪れてこの実をついばんでいきます　残っていました。枝先には冬芽も見られます

ハンノキ（シラルトロ湖畔） （フィトンチッドの森）　トドマツ（フィトンチッドの森）
湖畔のキャンプ場で見つけた開花前の花序。来春に向けて蕾をつけていました。このま塘路湖周辺では稀な樹木。常緑樹であるトド
周辺では他にもたくさん見られました　　ま雪の下で越冬し、5月頃花を咲かせます　マツは落葉が進んだ森でよく目立ちます

鰭鰭繊QQ繊弱瑚夢甜脚爛閥膿め薩鰭鯖樋健錨Q

それぞれの作品を手に

全員で記念撮影

11月24日（土）、一月後に迫ったクリスマスに向けて、

リースづくりのイベントを開催しました。事前にヤマブ
ドウやツルウメモドキなどで作っておいた土台に、松ぼっ
くりやドライフラワーなどの自然素材や市販のオーナメ
ント素材などを飾り付けていく毎年恒例のイベントです。

まず、この日講師を務めていただいた薮本隆子さん（釧
路湿原国立公園ボランティアレンジャー）から素材の紹
介と特徴についての説明を受けた後、参加者たちはそれ
ぞれ好きな素材を選び、それらの素材をグルーガンやワ
イヤーなどを使って土台に飾り付けていきました。

今年は参加者が6名とやや少をめでしたが、参加者た
ちは講師からきめ細かをアドバイスを受けながら、かな
り手の込んだオリジナル作品を作り上げていました。織物％％％
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国電露麗続出

今年も釧路湿原国立公園ボランティアレンジャー（VR）

の皆さんのお力を借りて、年末恒例のセンターの大掃除を

行いました。今年は前日に降った大雪の影響で屋根からの

落雪の危険があったため、窓ふきなどの屋外作業は行えま

せんでしたが、その代わり、展示ケースや内側の窓のふき

掃除、トイレ掃除などを中心に、普段より丁寧にしっかり

と掃除を行い、一年の汚れを落としていただきました。

路面状況が悪い中、ご協力いただいた4名のⅥ主の皆さん、

ありがとうございました！

×〉◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇〇年合金◇金、こ×〉／×〉◇◇く〉◇｛〉くニ〉◇◇◇◇◇くX立合X〉◇◇く

lRの卓然ふれあ購行事 � 
事前の申込が必要です。 

◎達凧を作って揚げよう　　　　　◎バードカービング初心者講座 

【日　時11月5日（土）10時～12時　　　　　　　　最終回 

1定員・参加即15名100円（材料費）［日時11月6日（日）11時～15時 

［開催場所］糊エコミュージアムセンター：看護岩嵩湖器ムセンタ＿ 

⑨申込・問合わせは塘路湖エコミュージアムセンターまで 

☆湿原アニマルトラッキング 

［日　時11月13日（日）10時～12時 

I定　員・参加料115名　　無料 

t開催場所］温根内ビジターセンター 

☆申込・問合わせは温横内ビジターセンターまで（0154－65－2323） 

◆日出・日大時間1∴1／15（6：14，16：00）．11／30（6：32．15：50）．12／14（6：45．15：48

～編集後記～

臆降雪により、塘路湖エコミュージアムセンター周

辺の景観も一気に冬景色となりました。結氷した塘

路湖も白く輝き、所々に氷が盛り上がる「御神渡り」

が出始めていますが、積雪状態によってその姿も大

きく変化します。本格的な冬に向かい、気温の変化

も大きくなりますので、屋外活動は服装とともに車

の運転時には路面状況にも注意して下さい。皆様良

いお年をお迎えください。

組織湿願国立公園

電路湖エコミュージアムもシターゐるこっと

南088－2264　北海道川上郡標茶町塘路原野

TEL：015－487－3003　　FAX：015－487－3004

E－mail：emc＠hokkai．orjp

インスタグラム　車「。koemc圏

開館時間：10：00－16：00

（4－10月：17：00まで）

休館日：毎週水曜日12月29日～1月3日

入館無料
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